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取 組 事 例 名 『あいさつ運動～ふれあい地域美化活動』 

取 組 の ね ら い『小学生に安心感をあたえる』 

「あいさつ運動」 

・中学生が小学校に出向いてあいさつをする姿を見せることを通して、小学生に中学校入学に対する希

望と安心感をあたえる。 

・中学生に、学区の一員として生活を正しているという自覚と責任感を持たせる。 

「ふれあい地域美化活動」 

・児童生徒、保護者、地域住民が一つになって地域の美化活動を通し、ふれあいを深めるとともに、美

しい環境を大切にする心を育てる。 

取組の具体的内容『一つになって』 

・中学生が４小学校に出向いて、朝のあいさつ運動に参加する。 

・学区４小学校・１中学校にて、「あいさつ運動の標語」を募り、 

各校での最優秀賞を決定する。 

・各校では、５名の最優秀標語をラミネートし、校内数カ所に掲示

する。 

・児童生徒、保護者、地

域住民が一つになっ

て、地域の美化清掃を

行う。空き缶やゴミ拾

い、危険な場所などの

把握を行う。 
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取組の課題・創意工夫『地域が一つになって』 

「あいさつ運動の標語」の最優秀賞を受賞した児童・生徒を「ふれあい地域美化活動」の閉会式にて

表彰する。閉会式には、児童生徒、保護者、地域住民、教職員が参加する。 

 

取組の成果（効果）『希望と安心感』 

・小学生とともに活動することで、小学生にとって中学校への入学に対する希望と安心感をあたえるこ

とができた。 

・中学生には、先輩としての自覚ある行動、リーダーシップを発揮する場となり、自己存在感を高める

機会となった。 

今 後 の 展 開『仕組む』 

・中学校で行う小学生の部活体験や出前授業（中学生が小学校に出向き、中学校紹介を行う）など、小

学生との関わりをどんどん仕組んでいき、中学校を身近に感じさせていくとともに、中学校への入学

に対する希望と安心感をあたえる。 

・地域、保護者が中学生を見かけたときに、声をかけて頂くきっかけづくりと捉え、生徒が今後も地域

の行事等に積極的に参加していける仕組み作りを進めていく。 

他校へのアドバイス『生徒の自主性』 

地域ぐるみの様々な行事での準備や打ち合わせ等

は、地域の方・保護者・教員が中心となって行うが、

当日の進行は、中学生に任せている。 

そのため、中学生は生徒会が中心となって、自分た

ちの手で運営が出来るよう、自分たちの言葉で司会台

本を作成したり、清掃用具の準備をしたり、当日の進

行もしっかりこなすなど、自主的に動けるようになっ

ていた。当日の進行は、とても立派なものであった。 

 

 

 


